




「 तऎॉਤউছথ 」のपँञढथ

　東京のએの৺ڰ割は森林であり、多摩地域と伊豆・
৵ຖ原の島しょ地域には、東京 23 યよりも広大な森林が
広がっています。これらの森林は、世ੀ有数の大都市であ
る東京の活動と発展を支え、都民に多くの౩みをもたらし
てくれています。経験したことのない༫ဂやൻංの発生な
ど、ਞ動の୶が深മさをੜす中で、二酸化炭素を吸
収して地球温暖化の和に貢献するとともに、ଅෛ಼૩等
を防止する森林の૽割は、ますます重要になっています。

　東京をはじめとする全国地で、ਅ後に造成されたスギ
やヒノキ等の人工林の多くが、まさに今、伐

㔌

り時、使い時をಶえています。これらを木材
として利用し、伐採地にગल森林を育てていく「森林環」は、「カーボンॽগートラル」、
つまり大ਞ中の二酸化炭素をੜやすことがない持続可能な営みです。この森林環を継続
していくには、豊富な知と経験に基づき、森林に適切なু入れをしていく林業のோが
ਂ可ಳです。しかし、担いুਂଌや高い生産コストなど、林業の経営はൂேとしてడしい
状யにあります。林業にజ事する人々が、仕事にやりがいをじ、生き生きと働くことが
できるよう、東京都はこれまでの施策のభ長に留まらङ、新たなଳ点から林業の経営力の
ਘ化に取り組まなければなりまच॒。

　この森づくり推進プランは、森林環境ඒ与ઘの導入や、ॹジタル技術の්など、東京
の森林・林業を取りඕく社会情િの化を౷まえ、定しました。公இ的機能を高める森
林整備や多摩産材をはじめとする国産木材の要拡大、生産ਙと収இਙの高い林業経営な
ど、持続可能な森林環の確য়と林業の経営力ਘ化に向けて、都が取り組॒でいく主要な
施策等を明らかにしたものです。

　৵さな၈木が、豊かな森林へと育つには、数ે年から数௲年という長い時間が必要です。
人たちが、ુ有の財産としてஹり育ててきた森林を、ઃの世代に健全なで引き継いで
いくために、国産木材のா的な利用など、今を生きるஎたち一人ひとりの行動が求めら
れます。

　「木の国・本」のગ生、「木の都市・東京」の実現に向けて、都民の皆さ॒とુに、森
づくりのを広げていきたいとઓいます。皆さ॒のா的な参加をおൢいいたします。

令和 3（2021）年 6 月 東京都知事
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तऎॉਤউছথの੦মऩઅइ্

��� মউছথのਜ਼઼હऐ
　現行の「森づくり推進プラン」（以下「プラン」という。）は、成 26（201�）年度か
ら令和 （2023）ڱ年度までの 10 年間を計画期間としていますが、社会経済情િの化
に対応するため、必要に応じて見直しを図ることとしています。
　現行プランの策定以ఋ、東京都（以下「都」という。）は、森林の伐採、利用、植栽、
保育を適切にりନす「森林環」を促進するための施策や、林業の担いু確保、木材産
業の振興など、様々な施策に取り組॒できました。
　जの後、成 30 年 11 月には、ਸ਼ �2 全国育樹ມの東京開催と়わच、森林整備と
木材利用の機運を更に広げていくため、「50 年、100 年のِ東京の森林の将来展望ّ
を策定しました。フज़（。以下「フज़ঞストঅジঙン」という）「ع東京フज़ঞストঅジঙンع
ঞストঅジঙンでは、花粉の少ないスギ等への植え替えを加சし、花粉のఄങ量を大幅に
少さचることに加え、「東京の木 多摩産材」（以下「多摩産材」という。）のঈランॻ化、
新的なスマート林業の確য়、木材利用を推進し東京を「木の都市」に生まれわらचる
ことなど、東京の森林や都市における木材利用のをڳつのメॵ७ージにめて発信して
います。また、成 31 年ڰ月には「森林経営管理法」と「森林環境ઘ及ल森林環境ඒ与
ઘに関する法」が施行となりました。जこで、フज़ঞストঅジঙンの実現や新たな制度
への対応を図るため、プランの定を行うこととしました。
　都は、プランの定にয়ち、令和 2 年 1 月に東京都農林・ී業振興対策ଟ৮会に対
して「持続可能な森林環の確য়と林業の経営力ਘ化」について໔問を行い、都が果たす
सき૽割などについて、同年 12 月に௦ணを受けました。
　本プランは、同ଟ৮会の௦ணと都のこれまでの取組を౷まえ、東京における森林整備と
林業振興に関し、都が計画期間内に重点的に取り組む施策などを明らかにしたものです。

ੑك�ق
　本プランは、令和 ３（2021）年度から令和 12（2030）年度までの 10 年間の計画と
していますが、社会経済情િの化に対応するため、必要に応じて計画期間中の見直しを
図ります。
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